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令和７年２月１４日 

ＤＭＯ検討委員会 報告書 

 

（公社）岡山県観光連盟 ＤＭＯ検討委員会 

１ 趣旨 

   インバウンドの増加やＤＸの進展、持続可能な地域経済に向けての観光への期待の高

まりなど、観光を取り巻く状況が変化する中、国はＤＭＯ（観光地域づくり法人）を核

とした観光地域づくりを推進している。また、岡山県では令和５年度に策定した「観光

羅針盤」において今後の観光振興の方向性を取りまとめ、岡山県観光連盟の役割を明確

化した。 

 こうしたことから、当連盟では、新たな時代に対応した観光地域づくり組織としての

機能／体制の強化に向け、有識者等からなるＤＭＯ検討委員会を設置し、地域連携ＤＭ

Ｏへの登録等について検討を行うこととした。主な検討事項は次のとおり。 

（１）全県ＤＭＯに求められる役割 

（２）当連盟において現行から見直し、または追加すべき業務 

（３）財源の確保、組織体制 

２ 委員会名簿・設置要綱 

   別紙参照 

３ 開催概要 

【第 1回】テーマ「検討の基盤となる事項の整理と共有」 

日 時：令和 6年 10 月 28 日（月）13:30～16:20 

場 所：岡山シンフォニービル 3階「スタジオ１」 

内 容：○委員・アドバイザー紹介、座長選任 

    ○報告「観光羅針盤について」、「岡山県の観光の状況について」 

    ○レクチャー「ＤＭＯの役割と現状・課題」（大社アドバイザー） 

【第２回】テーマ「事例検証と議論」 

日 時：令和 6年 11 月 11 日（月）13:30～16:10 

場 所：サンピーチ OKAYAMA 3 階「ピーチホール」 

内 容：○報告「他県ＤＭＯの状況」 

    ○レクチャー「三重県観光連盟におけるＤＭＯの歩みと岡山県への提言」 

    （川口アドバイザー） 

    ○論点整理と議論 

※ 第 2回会議の議論を補足し意見集約の参考にするため、委員アンケートを実施 

【第３回】テーマ「議論のまとめ」 

日 時：令和 6年 12 月 2 日（月）13:30～16:25 

場 所：岡山シンフォニービル 3階「スタジオ 1」 

内 容：○前回までの振り返り 

    ○アンケート結果について 

    ○論点整理とまとめ 

    ○今後の予定 
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４ 主な意見 

（１）アンケート結果 

連盟が担うべき機能について、委員の意見を整理、集約するため、アンケートを実施し

たが結果は以下のとおりであった。 

 ■連盟に必要なマーケティング機能 

 

 ■連盟に必要なマネジメント機能 
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（２）アンケート結果を踏まえた委員からの主な意見 

  ①連盟事業について 

【取組強化すべき事業】 

 ・地域資源をつなぎ合わせた観光コンテンツの開発・商品化支援や販売促進 

 ・インバウンド向けの取組（特にデータ分析や情報発信、人材育成や受入体制充実） 

 ・情報発信（岡山観光ＷＥＢ）のプラットフォーム機能 

 ・統計的なデータの収集、提供、活用と関係自治体との共有 

 ・地域間の連携や協力体制、コミュニケーション促進 

【新たに取り組むべき事業】 

・データに基づく観光マーケティング（ＫＰＩ、ＫＧＩの設定とＰＤＣＡサイクル） 

・ビジネス視点の商品企画・事業運営 

・インバウンド市場と地域をつなぐエージェント機能 

・運営資金を稼ぐための事業 

【見直すべき事業】 

 ・不特定多数を対象にした観光フェアへの参加 

 ・おかやま観光特使から新たなＣＲＭ（顧客関係管理）への転換 

  ②役割分担 

【県と連盟】 

 ・連携して事業計画を策定するとともに、予算獲得は県が、事業実行は主に連盟が担う。 

 ・連盟は行政の下請け組織でなく、分業化した独立組織であるべき。 

 ・役割分担を明確にした上で、共通目的達成に向け一体感をもって連携する組織 

 ・民間との連携事業、関係づくりや継続性が必要なプロモーション活動は連盟が担当 

【市町村観光協会等と連盟】 

 ・市町村は素材開発や受入環境整備、連盟は観光人材育成、地域連携や情報発信 

   ③全県ＤＭＯとして活動することについて 

【ＤＭＯとなることのメリット】 

 ・情報の集中管理により、全県的に効果的な観光施策を推進できる。 

 ・地域や企業間の連携による「稼ぐ観光」の強化により顧客支持と地域活性を実現 

【ＤＭＯ議論の前提に関する意見】 

 ・連盟の課題の整理、課題解決にＤＭＯが有効なのかという議論を優先すべき 

 ・ＤＭＯの役割を明確にしないと期待した効果を生み出せない懸念がある 

 ・自主財源を含めた多様な財源の確保の議論も並行して行う 

  ④財源 

・特定財源を持つことが重要 

・自主財源（ＥＣ事業や岡山観光ＷＥＢ広告収入）の拡大や新規財源の創造を検討 

 すべき 

（３）アドバイザーからの意見 

  ①大社アドバイザーより 

・うまく機能していないＤＭＯが多い。特に県域ＤＭＯは難しい。 

・県域ＤＭＯは地域ＤＭＯとの役割分担を明確にして事業の重複や空白を排除すべき。 

・ＤＭＯはそもそも専門家集団を作ることが目的である。 
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・ＤＭＯとして自立して運営するためには、多様な財源の確保が必要であり、地域の価 

 値向上により投資したい環境を作ることが重要だ。 

・ＤＭＯの議論と並行して、自主財源や特定財源（宿泊税など）の確保について議論す 

 べきである。 

・ＤＭＯの議論は組織のミッション等、ベースとなる構想の共通認識が必要 

 ➢何のためにＤＭＯになるのか（県を含め関係団体と共通認識を持つことが重要） 

 ➢ＤＭＯは誰のために何をする組織か（ミッション、成果、活動、実現方法等） 

 ➢成果を明確にすることで、各種活動の必要性の有無が見えてくる 

 ➢人とお金を成果が出やすいところに集中して投入する戦略が重要 

・国がＤＭＯ制度の見直しを行っており、登録、運用の要件が変わる可能性あり 

②川口アドバイザーより 

・県連盟、市町村、地域ＤＭＯで事業の漏れ、ダブリをなくす必要あり 

・新規に事業を行う場合、これまでの事業を捨てる決断も重要 

・観光マーケティングやデータ分析に関する専門性を持つことが必要 

・三重県ではインバウンドの誘致や受入体制づくりのためにＤＭＯ体制を強化 

・ＤＭＯ成功のポイントは「人材」「自治体とのパワーバランス」「事業者の参画」 

・実効的な組織となるために県と連盟の連携が必須 

５ 主要意見総括 

（１）ＤＭＯを目指すことについて 

・連盟のＤＭＯ登録について、インバウンド対応を含め今後の活動への期待が高く、委

員からは肯定的な意見が多かった。 

・一方で、ＤＭＯ登録について検討する前に、組織としてのあり方（ミッション、成

果、やるべきこと）や県との役割分担を整理すべきとの意見があった。 

（２）連盟の機能強化について 

・情報発信（公式サイト）の一層の充実と高度活用を進める。 

・データ分析・活用（ＤＭＰ）において市町村等と連携し全県の中心的役割を担う。 

・インバウンド機能（受入体制を含む。）を強化する。 

・地域と連携した商品開発支援と販売促進に取り組む。 

・観光プロフェッショナル人材（マーケティング、ＤＸ対応、インバウンド向けガイド 

 等）の育成に取り組む。 

・データに基づく観光マーケティング（ＫＧＩ、ＫＰＩの設定とＰＤＣＡサイクルの確 

 立）に取り組む。 

６ 検討結果と今後の進め方 

委員の意見としては、連盟のＤＭＯ登録については肯定的な意見が多く、また、マー

ケティング機能（データプラットフォーム機能等）やマネジメント機能（広域コンテン

ツの開発、販売促進、インバウンドを含む受入体制強化等）を期待する声があり、連盟

の活動への期待の高さが窺えた。一方で、ＤＭＯ登録を進めるにあたっての課題となる

財源については、自主財源を含め多様な財源について検討する必要があり、今回の検討

会では具体的な議論には至らなかった。また現在、観光庁でＤＭＯ制度の見直しに関す

る検討が行われており、登録・運用の要件変更も考えられる。 

 こうしたことから、連盟がＤＭＯを目指す意義はあるものの、現時点ではＤＭＯ登録
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を急ぐよりも、まずは、ＤＭＯに求められる役割を担う組織として機能強化に取り組む

ことを優先すべきである。 

 以上から、今後は、今回の検討会で挙げられた機能強化への期待に応えられるよう、

まず、短期的には、事業の見直し・拡充（上記５（２）連盟の機能強化を参照）に取り

組む。また並行して中長期を視野に、全県的な観光物産振興を行う組織として、連盟の

あり方（ミッション、成果、やるべきこと）を明確にし、連盟と県の役割分担について

県と協議し、共通認識を持つ。そして、ＤＭＯ登録については、連盟の組織強化の進捗

状況及び国の制度見直しや他県動向を踏まえた上で将来的な課題とし、当面はＤＭＯに

求められる機能を備えていくべきである。 

 


